
国がIT導入補助金、持続化補助金で支援！

○体調の悪い方は出勤しない・させない、産業医との連携

○テレワーク、時差出勤等のさらなる推進

（11月はテレワーク月間）

○CO2濃度センサーを活用した換気状況の確認、寒冷な場面

での換気等の徹底

○５つの場面の周知、特に職場での「居場所の切り替わり」

（休憩室、更衣室、 喫煙室）に注意すること

経済界への周知、勧奨

（別添）職場における一層の対策強化

具体的な対策

業務中よりは、マスクを外す喫煙や昼食時などの休憩等でクラスターが発生している。また、接触機

会を減らすためテレワーク、時差出勤等を一層推進することにより、感染機会を減らす努力が求めら

れる。

課題

○職場における感染防止も、早期検知しにくいクラスター対策として極めて重要であり、テレワーク
の更なる推進や効果的な換気、「５つの場面」の周知徹底等を進めていく。



多数のクラスターが発生している飲食場面での感染管理を徹底するため、専門家・関係業界

等による分析、協議を深め、早急に飲食関係ガイドラインを改定進化・徹底する。具体的には、
以下のような取り組みを強化する。
・パーティションの活用

・会話の際は、マスク・フェイスシールドを着用（食事用のマスクの活用を含む）
・斜め向かいに座る
・ＣＯ２濃度センサーを活用し、換気状況が適切か確認

○会食で感染が広がるケースが増えていることを踏まえ、専門家の御意見も聞きつつ、
早急に業種別ガイドラインの改訂、強化を行う。

店舗等での感染防止策の確実な実践

具体的な対策

課題
これまでの経験や新たな知見等に基づいて、業種別ガイドラインの実効性をより高めるとともに、

現場で確実に実践する必要がある。

（飲食店におけるクラスターの発生要因の一例）
・発症者の向かいに座った者が感染していた。

・マスクやフェイスシールドを着用していなかった。
・大きな声で長時間会話していた。 等



感染リスクが高まる「５つの場面」
場面① 飲酒を伴う懇親会等
● 飲酒の影響で気分が高揚すると同時に注意力が低下する。
また、聴覚が鈍麻し、大きな声になりやすい。

● 特に敷居などで区切られている狭い空間に、
長時間、大人数が滞在すると、感染リスクが
高まる。

● また、回し飲みや箸などの共用が
感染のリスクを高める。

場面② 大人数や長時間におよぶ飲食

● 長時間におよぶ飲食、接待を伴う飲食、深夜のはしご酒では、短時間の食事に比べて、
感染リスクが高まる。

● 大人数、例えば５人以上の飲食では、大声になり飛沫が飛びやすくなるため、
感染リスクが高まる。

場面③ マスクなしでの会話 場面④ 狭い空間での共同生活 場面⑤ 居場所の切り替わり

● マスクなしに近距離で会話をすることで、飛沫感染
やマイクロ飛沫感染での感染リスクが高まる。

● マスクなしでの感染例としては、昼カラオケなど
での事例が確認されている。

● 車やバスで移動する際の車中でも注意が必要。

● 狭い空間での共同生活は、長時間にわたり閉鎖空間が
共有されるため、感染リスクが高まる。

● 寮の部屋やトイレなどの共用部分での感染が疑われる
事例が報告されている。

● 仕事での休憩時間に入った時など、居場所が切り
替わると、気の緩みや環境の変化により、感染
リスクが高まることがある。

● 休憩室、喫煙所、更衣室での感染が疑われる事例が
確認されている。

（別添参考）
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